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Ⅰ．旭川ユネスコ協会

・1972年設立

・日本ユネスコ協会連盟の

構成団体

・独自の3大継続事業

・旭川市教育委員会

社会教育部文化振興課と

連携・情報共有

外国青年日本語主張発表会 & 小中学生ユネスコ作文コンクール(1991~)

ユネスコの森 ミズナラ植樹事業 (2000~)



１.家具のまち旭川から、デザイン都市旭川へ

Ⅱ．旭川市のユネスコ創造都市ネットワーク加盟の経緯

１９７６年 旭川デザインシンポジウム開催

１９８７年・８８年 国際デザインフォーラム旭川開催

１９９０年 国際家具デザインフェア旭川（ＩＦＤＡ）３年に１度開催

２０１５年 旭川デザインウィーク 毎年開催

２０１７年 国際インテリアアーキテクト／デザイナー団体連合（ＩＦＩ）と
「ＩＦＩインテリア宣言」（国内３番目の宣言承認都市）

２０１９年３月 あさひかわ創造都市推進協議会設立

２０１９年１０月３１日 ユネスコ創造都市ネットワーク加盟認定



２.あさひかわ創造都市推進協議会 設立

・2019年3月設立

・事務局 旭川市経済部産業振興課

・旭川市の経済界が主体となって運営

（家具工業協同組合、デザイン協会、

機械金属工業振興会、食品加工協議会、

金融機関）

・ユネスコ創造都市ネットワーク加盟認定を
目指して設立

⇒旭川ユネスコ協会会長 役員に就任

地域ユネスコ協会との連携開始！



3 .ユネスコ創造都市ネットワーク加盟へ 2019年



Ⅲ．創造都市の理念・VISION・MISSION

1 .あさひかわ創造都市の理念



２ .創造都市としてのVision と Mission





１.セミナー等の開催（企業・市民がデザインを学ぶ、触れる、つくる）

・巡回特許庁を2回開催

(R1旭川、R2道北）

・「デザイン経営」により、
ブランド力とイノベーショ
ン力を向上

⇒企業競争力の向上

・旭川デザインプロ
デューサー育成事業

⇒プロデュースの実践研修
で、事業全体をプロデュー
ス

Ⅳ．ユネスコ創造都市としての取組み



２.旭川デザインウィーク開催 2021年6月・9月分散開催

家具と木工の祭典として開催されてきた「旭川デザインウィーク」を、「ユネスコ創造
都市」の業種・分野を越えた多彩なイベントとして、官民一体となって開催

オンライン審査風景



旭川デザインウィーク2021実行委員会組織図

実行委員長
あさひかわ創造都市推進協議会
会長 渡辺直行

旭川ユネスコ協会は
実行委員・参加団体として
企画・運営に参画

ユネスコスクールや
NPOに参加を呼び掛け、
「まちなかキャンパス」で

連携・協力





３.市民広報により、旭川市民に広くＰＲ

市民広報「あさひばし」

・年12回

・A4判、32ページ

・フルカラー

・全戸配布
(16万3千300戸）

旭川デザインウィーク

2021のガイドブックは
WEB配信

紙媒体によるレポートは
9月（後半）開催後に発行



４.旭川デザインウィーク実行委員会主催
「まちなかキャンパス」オンライン開催(9/18-19)

・現在の旭川市内の高校では、SDGsを学び、

社会参加の意識を高めることに役立っている。

（例）旭川藤星高校では、フィリピンの学生ボランティアと

オンラインで意見交換し、 「貧困をなくそう」を

テーマに、「フェァトレード」 について学んでいる。

・SDGsの成果発表をYouTubeにてライブ配信

市内の小中学生は自宅から参加予定。

・１８団体、９校、ユネスコ創造都市ネットワー

ク加盟３都市（シンガポール、リトアニア、バン

ドン）がライブ配信予定。



５・旭川龍谷高校（市内唯一のユネスコスクール）との連携

「首里城復興」募金活動を実し、

旭川ユネスコ協会を通じて寄付

旭川デザインウィーク市民イベント「マチナカキャンパス」で、

アイヌ文化紹介とタイのMuangkrabi Schoolとの交流を

紹介予定

主な活動
① 郷土研究を通した北海道文化の考察
② ボランティア活動を通した地域社会への貢献
③ 海外見学旅行を通した国際理解教育の推進(旅行中止)



①ユネスコスクールである旭川龍谷高校、SDGsに取
り組む市内の高校や専門学校の活動を支援

（例）ACCUマッチングへの協力
成果発表の場の提供
報道機関への呼び掛け など

②「まちなかキャンパス」や他の体験イベントを通して、
小中学生にSDGsやデザインの切り口での学びの
を提供

③旭川大学の公立化、「地域創造デザイン学部」新設
の推進

④北海道イノベーティブデザイン経営研究協議会
(HIDERA, ユネスコ部が「まちなかキャンパス」モデル
をつくる)などの新たな教育関係NPOの創出

【北海道イノベーティブデザイン経営研究協議会】
ものづくりデザイン研究部会、ユネスコ研究部会

Ⅴ．ユネスコ創造都市ネットワークと教育機関
【旭川大学】 地域創造デザイン学部



Ⅵ.ユネスコ創造都市ネットワークと旭川ユネスコ協会

ユネスコの理念の理解促進に向けて連携・協力

・あさひかわ創造都市推進協議会による「あさひ
かわ創造都市理念」作成に協力

①イメージ図②Missionでユネスコを明示

・旭川デザインウィーク２０２１ガイド
ブックにて、推進協議会長と対談
ユネスコの理念を語る

・イベントの企画・運営に参加・協力
「まちなかキャンパス」の運営、
ユネスコスクール、他ＮＧＯへの協力依頼など



ま と め
・ 旭川市がユネスコ創造都市ネットワークに加盟認証された

１．デザインを切り口に、高等教育、社会教育に広がりが生まれてきた。

２． 「旭川デザインウィーク」は、創造都市理念のMISSIONの実践の場となっている。

３．ユネスコの理念の普及は、行政、企業、教育関係、NPOなど様々な立場から

の繰り返しの発信により進んでいる。

・ユネスコの目指す多様性に富む持続可能な社会づくりのためには、行政、企業、学校

関係者にユネスコの理念が広く理解される必要がある。

・市民や相対する創造都市との協力関係の推進には、協議会による情報の統合・共が有用だが、

旭川市のような地方中核都市の場合は、ボトムアップ型の「身近な人による啓発」が効果的である。

我が国のユネスコ創造都市ネットワークにおいては、今後、地域ユネスコ協会の積極的な関与を期待する。

・コロナ禍にあり、誰もが人と人のつながりを実感しにくくなっている。このような時にこそ、次世代育

成を常に心におき、誰も取り残さない社会づくりが必要である。



手に手を取って、心の中に平和の砦を築きましょう


